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第１８９号

週に３回、朝読の時間がある

下吉影小１年の清水理央さん。

「読書は想像力と創造力がつ

き、積み重ねていくことで、問

題を読み取る力や言葉で説明

する力も向上する」と校長先生

が教えてくれました。

今月の表紙

図書館は同世代の交流の場

子どもと一緒に小川図書館
をよく利用します。同じ年頃の
子を抱えるお父さんお母さん
たちと交流できるのがありが
たいです。育休中に利用する
方は、「あかちゃんが泣いても
いいよ」という時間帯が設け
られていると助かるかもしれ
ませんね。

利用者
の声 図書館は市民の本棚です

小美玉市の図書館に本をリクエストすると、どのぐらい実現
するかご存じでしょうか？なんと99.57％です。新しい図書を
購入するだけでなく、県内の図書館から無料で借りてくるこ
とができますので、遠慮なくリクエストしてください。図書館は市
民の本棚。みんなで充実させていきましょう。
「子どもが本を破いてしまいそうだから」という理由で図書館
から足が遠のく方がいらっしゃいますが、本は私たちが修復
しますので、どうぞ気兼ねなくご利用ください。皆さんが本に
親しめる環境づくりを進めていきたいです。

図書館
司書から

古橋奈央子さん
　　真依ちゃん
　　優衣ちゃん

小川図書館

１
か
月
に
本
を
１
冊
も
読
ま
な
い
人
は
、

４７
．３
％
（※

）
も
い
ま
す
。

読
書
と
い
う
行
為
は
、

自
分
か
ら
本
に
働
き
か
け
る

必
要
が
あ
る
た
め
、

要
点
や
本
質
を
掴
む
力
が
養
わ
れ
、

感
性
が
磨
か
れ
る
そ
う
で
す
。

年
末
年
始
、

本
に
親
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

※

文
化
庁
「
国
語
に
関
す
る
世
論
調
査
」
2
0
1
8
年

読み聞かせや除籍本配布などを行う図書館まつりには多くの親子連れの姿が見られた

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及

に
よ
り
、
知
り
た
い
情
報
を
簡
単
に

手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
大
量
な
情
報

が
あ
ふ
れ
る
中
で
、
本
当
に
必
要
で

正
し
い
情
報
を
見
極
め
る
力
を
養
う

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
言
葉
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
発
達
に
よ
っ
て
、

言
葉
の
使
い
方
や
表
現
に
よ
っ
て
は

相
手
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
読
書
は
、
語
彙
力
、
文
章
力
、
想
像

力
、
創
造
力
が
養
わ
れ
、
新
し
い
知
識

や
教
養
が
身
に
つ
き
、
世
界
が
広
が

り
ま
す
。
良
い
文
章
に
た
く
さ
ん
触
れ

る
こ
と
で
、
多
く
の
言
葉
を
知
り
、
使

え
る
言
葉
が
増
え
て
論
理
的
な
文
章

を
書
く
コ
ツ
が
身
に
つ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
読
書
は
文
章
か
ら
全
て
の
情

報
を
読
み
取
り
ま
す
が
、
文
章
で
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
部
分
も
あ
る

た
め
、
想
像
力
で
補
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
筆
者
の
意
図
や
登
場
人
物
の

気
持
ち
を
想
像
し
な
が
ら
読
む
こ
と

で
、
他
人
に
共
感
す
る
思
い
や
り
を

持
つ
こ
と
や
、
相
手
の
気
持
ち
に
寄
り

添
う
心
を
育
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
ほ
か
に
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
向
上
や
ス
ト
レ
ス
解
消
な
ど
の

効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
日

１
分
で
も
本
を
開
く
習
慣
を
身
に
つ

け
、
本
に
親
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

ご
　 

い

正
し
い
情
報
を
見
極
め
る
力

人
間
力
を
み
が
く
読
書

塩畑千尋 司書
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巡回場所 時間

Ａコース　第１・３木曜日

教室の本棚や、学校図書室から借りてきた本を

読む。低学年には絵本が人気。

　
オ
ル
ゴ
ー
ル
が
流
れ
る
朝
８
時
か
ら

２５
分
間
は
、好
き
な
本
を
読
む
時
間
で

す
。
下
吉
影
小
の
子
ど
も
た
ち
は
、
年
間

５０
冊
を
読
む
子
が
８
割
以
上
。
「
小
学

生
の
う
ち
に
習
慣
づ
け
る
こ
と
が
大
切
。

興
味
を
持
つ
よ
う
に
先
生
方
が
工
夫
し

て
く
れ
て
い
ま
す
」
と
塚
本
清
恵
校
長

が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

県内3市だけが運行している珍しい車。小説、絵

本、実用書など2,000冊を乗せて市内を巡回。

　
昼
休
み
に
移
動
図
書
館
の
車
が
到
着

す
る
と
、
心
待
ち
に
し
て
い
た
上
吉
影

小
の
子
た
ち
が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

3
年
生
の
井
上
結
華
さ
ん
は
、
絵
本
を

よ
く
借
り
る
そ
う
で
す
。
6
年
生
の
池

田
純
太
さ
ん
は
、
自
衛
官
だ
っ
た
祖
父

の
影
響
で
「
飛
行
機
の
本
が
好
き
」
と
答

え
て
く
れ
ま
し
た
。

玉里保育園前

老人ホームハートワン駐車場

野田官舎前市道脇駐車場

十二所公民館前

ミーム保育園（羽鳥東）駐車場

はとり保育園駐車場

エコス美野里店駐車場

　     9：30～10：00

10：45～11：10

11：20～11：50

13：30～13：50

14：00～14：20

14：30～14：50

15：00～15：30

移動図書館ふれあい号 運行予定表

巡回場所 時間

Ｂコース　第２・４木曜日

清風台団地中央公園前

ケアハウスほうせんか駐車場

北浦公民館前

江戸住宅コミュニティセンター前

小美玉敬愛の杜（美野里）駐車場

10：30～11：00

11：10～11：40

13：15～13：45

13：55～14：25

14：45～15：20
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上
司
の
勧
め
で
始
め
た
読
書
︒

読
む
喜
び
が
︑

書
く
喜
び
に
つ
な
が
っ
た
︒

「
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
」

村
上
春
樹
:
著

高
校
時
代
の
同
級
生
と
再
会
し
た
主
人

公
が
、
「
生
と
死
」
に
つ
い
て
考
え
成
長

し
て
い
く
さ
ま
を
描
い
た
作
品
。

　
５
、
６
年
前
ま
で
、
本
を
読
む
こ
と

が
好
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
上

司
が
「
本
を
読
み
な
さ
い
」
と
繰
り
返

し
言
う
の
で
、
途
中
で
挫
折
す
る
と
思

い
な
が
ら
も
、
上
司
か
ら
勧
め
ら
れ
た

「
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
」
を
買
い
ま
し
た
。

ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
自
分
で
は
体
験
し
た
こ
と
が
な
い

世
界
が
広
が
っ
て
い
て
、
読
む
喜
び
を

味
わ
い
な
が
ら
ス
ム
ー
ズ
に
読
み
切
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
他
の
本
も
読
む
よ
う
に
な
っ
て
、
知

識
の
積
み
上
げ
が
安
心
に
つ
な
が
り
、

自
分
に
自
信
が
持
て
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
郷
土
史
「
ひ
た
ち

小
川
の
文
化
」
や
、
地
域
デ
ジ
タ
ル
メ

デ
ィ
ア
「
タ
ウ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
ル
小
美
玉
」

に
記
事
を
書
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

読
ん
だ
本
の
言
葉
の
使
い
方
や
文
章

表
現
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
。
小
川
祇

園
祭
の
年
番
の
記
事
を
書
い
た
と
き
、

地
元
の
方
か
ら
「
素
晴
ら
し
い
記
事

だ
っ
た
。
あ
り
が
と
う
」
と
お
礼
の
電

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
涙
が
出
る
ほ

ど
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
読
む
喜
び
が
、
書
く
喜
び
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。
本
を
読
む
こ
と
を
勧
め
て

く
れ
た
上
司
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

藤
井 

孝
一
さ
ん

「翼
よ
、
あ
れ
が
パ
リ
の
灯
だ
」

チ
ャ
ー
ル
ズ
・A
・
リ
ン
ド
バ
ー
グ
:著

佐
藤
亮
一
:訳

　
　旺
文
社
文
庫

単
独
大
西
洋
無
着
陸
横
断
飛
行
に
世
界

で
初
め
て
成
功
し
た
冒
険
家
の
物
語
。

　
幼
い
頃
、
横
田
基
地
の
そ
ば
に
住
ん

で
い
ま
し
た
。
友
人
の
父
が
パ
イ
ロ
ッ

ト
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
飛
行
機
に
憧

れ
を
抱
き
、
中
学
生
の
頃
に
こ
の
本
に

出
会
い
ま
し
た
。

　
ア
メ
リ
カ
の
国
民
的
英
雄
と
な
っ
た

リ
ン
ド
バ
ー
グ
は
、
こ
の
本
を
出
版

し
、
ピ
ュ
ー
リ
ツ
ァ
ー
賞
を
受
賞
。
映

画
化
も
さ
れ
ま
し
た
。

　
単
独
大
西
洋
横
断
飛
行
に
出
発
し

た
の
は
25
歳
。
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
た
プ

ロ
ペ
ラ
機
「
ス
ピ
リ
ッ
ト
・
オ
ブ
・
セ
ン
ト

ル
イ
ス
号
」
を
操
縦
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
飛
行
場
か
ら
パ
リ
の

ル
・
ブ

ル
ジ

ェ
飛

行

場

ま

で
の

5
8
1
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
、
33
時
間

32
分
か
け
、
不
眠
不
休
で
操
縦
し
続

け
る
過
酷
な
命
が
け
の
冒
険
で
し
た
。

　
「
全
く
危
険
が
無
い
と
こ
ろ
で
生
き

て
ゆ
く
こ
と
を
望
む
男
が
い
る
だ
ろ

う
か
。
私
は
馬
鹿
げ
た
偶
然
に
賭
け

る
つ
も
り
は
無
い
。
し
か
し
何
か
に
挑

戦
す
る
こ
と
な
く
成
し
遂
げ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
る
と
も
思
わ
な
い
」(

リ
ン
ド

バ
ー
グ)

。

　
私
は
こ
の
本
か
ら
、
リ
ス
ク
を
恐
れ

ず
計
画
的
に
遂
行
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。

幼
い
頃
か
ら
飛
行
機
に
憧
れ
︑

出
会
っ
た
本
︒

リ
ス
ク
を
恐
れ
ず
計
画
的
に

遂
行
す
る
大
切
さ
を
学
ん
だ
︒

　
小
美
玉
市
内
で
小
中
学
生
対
象
に

塾
講
師
を
す
る
か
た
わ
ら
、
明
治
大

学
で
日
本
語
表
現
を
教
え
て
い
ま
す
。

教
育
を
通
し
て
、
豊
富
な
読
書
経
験

が
ポ
イ
ン
ト
を
つ
か
む
力
や
考
え
る

力
を
培
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
と
も
相
関
性
が
あ
る

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
若
い
人
に
は

日
々
の
生
活
に
ぜ
ひ
読
書
を
取
り
入

れ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
さ
も
な
く
ば
喪
服
を
」
は
、
１
９
６

０
年
代
、
内
戦
・
貧
困
の
中
か
ら
身
を

立
て
て
ス
ペ
イ
ン
の
英
雄
と
な
っ
た
天

才
闘
牛
士
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。
闘

牛
士
と
し
て
ト
ッ
プ
に
上
り
詰
め
、
富

も
栄
光
も
手
に
入
れ
た
も
の
の
、
貧
困

の
た
め
学
校
に
通
え
な
か
っ
た
彼
は

貧
し
い
人
か
ら
手
渡
さ
れ
た
簡
単
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
す
ら
読
む
こ
と
が
で
き

ず
、
村
の
神
父
に
文
字
を
教
え
て
ほ
し

い
と
頼
み
ま
す
。
文
字
は
彼
に
と
っ
て

新
し
い
世
界
へ
の
扉
で
し
た
。
文
字
を

学
び
未
知
の
世
界
に
触
れ
て
感
動
す

る
闘
牛
士
の
姿
は
、
学
び
、
知
る
喜
び

こ
そ
が
生
き
る
糧
で
あ
る
と
教
え
て

く
れ
ま
す
。
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し
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に
感
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、
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と
再
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る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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は
世
界
を
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く
扉
︒
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び
が
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を
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か
に
す
る
︒
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た

こ
の
一
冊
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生
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冊
︒

皆
さ
ん
は
そ
ん
な
本
に
出
会
え
て
い
る
で
し
ょ
う
か
︒

本
は
︑先
人
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
知
見
と

教
訓
が
詰
ま
っ
て
い
る
英
知
の
宝
庫
で
す
︒

３
人
の
方
に﹁
人
生
を
変
え
た
一
冊
﹂を
聞
い
て
み
ま
し
た
︒

タイトルは、初めて闘牛場に

立つ日、心配する姉に掛けた

「泣かないで。今夜は家を

買ってあげるよ。さもなくば

喪服をね」という決意の言葉

から付けられたもの。
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上
司
の
勧
め
で
始
め
た
読
書
︒

読
む
喜
び
が
︑

書
く
喜
び
に
つ
な
が
っ
た
︒

「
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
」

村
上
春
樹
:
著

高
校
時
代
の
同
級
生
と
再
会
し
た
主
人

公
が
、
「
生
と
死
」
に
つ
い
て
考
え
成
長

し
て
い
く
さ
ま
を
描
い
た
作
品
。
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司
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司
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。
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て
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。
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史
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デ
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、
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。
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司
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孝
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ー
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リ
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ド
バ
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:著

佐
藤
亮
一
:訳
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独
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。
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友
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憧
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東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
審
判
員
と
し
て
ビ
ー
チ

バ
レ
ー
26
試
合
に
携
わ
り
ま
し
た
。
国
内
開
催
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
貢
献
し
た
い
と
、
関
東
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
連
盟
の
推
薦
を
受
け
、
県
内
か
ら
は
私
を

含
め
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
東
京
湾
に
面
し
た

屋
外
の
会
場
は
、
気
温
40
℃
以
上
の
灼
熱
で
、
選

手
も
休
息
を
取
り
な
が
ら
の
試
合
で
し
た
。
審
判

の
日
本
代
表
と
し
て
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
り
ま
し

た
が
、
日
頃
の
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
加
え
、
甘
酒

や
近
所
の
方
か
ら
い
た
だ
い
た
梅
干
し
、
家
族
の

声
援
が
力
と
な
り
、
最
後
ま
で
体
調
を
崩
さ
ず
に

重
責
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
審
判
に
な
っ
た
の
は
、
腰
の
故
障
で
、
選
手
以
外

で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
関
わ
り
た
い
と
考
え
た
か
ら
。

資
格
を
取
っ
て
か
ら
も
、
た
く
さ
ん
の
先
輩
審
判

員
に
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
技
術
が
向

上
し
、
航
空
自
衛
隊
員
と
し
て
初
の
A
級
審
判
員

と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
満
足
の
い
く
完
璧

な
審
判
が
で
き
た
試
合
は
こ
れ
ま
で
に
一
度
も

あ
り
ま
せ
ん
。
「完
璧
な
審
判
が
で
き
た
と
思
う

よ
う
に
な
っ
た
ら
、
辞
め
た
ほ
う
が
い
い
」と
い
う

先
輩
審
判
員
の
言
葉
を
肝
に
銘
じ
、
こ
れ
か
ら
も

慢
心
す
る
こ
と
な
く
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

支
え
て
く
れ
る
人
た
ち
に
感
謝
し

慢
心
せ
ず
精
進
し
た
い

宮崎県日南市出身。航空自衛隊に入隊

し、2003年から小美玉市在住。中学

からバレーボールを始め、自衛隊でも

選手としてプレー。２０１１年にA級審判

員資格取得。茨城県バレーボール協会

副審判長。

山﨑 公寛さん （竹原）

バレーボールA級審判員

旬なあの人に聞く「あなたのダイヤモンドは？」。

今回は、東京オリンピック2020のビーチバレーボール競技で審

判を務めた山﨑さんにお話を伺いました。

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
シ
テ
ィ

小
美
玉
の

vol.4

「小美玉市は第2のふるさと」と語る山﨑さん。自宅の家庭菜園では、

ネギ、ピーマン、トマト、キュウリ、ジャガイモなど、さまざまな野菜を育

てています。夏には収穫したスイカで3人の子どもたちとスイカ割りを

楽しむそう。「近所の人から、野菜や梅干しを分けてもらうこともあっ

て、ありがたいです」
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ブルーベリー摘み取りサポーターと交流会を開催

11 月 6 日、 小美玉市ブルーベリー生産組合 （大曽根憲

雄組合長） が、 今夏の収穫にご協力いただいた摘み取り

サポーターと交流会を開催しました。 交流会には、 市内

11 軒のブルーベリー農家で摘み取り作業を体験したサ

ポーター 60 名が参加。 ブルーベリーの食べ方や暑い中

での作業の話などをし、 楽しいひとときを過ごしました。

今年の摘み取りサポーターは、 新規も含めて 93 名が

登録。 活動は延べ 845 名、 摘み取ったブルーベリーは

7,145 ㎏でした。 交流会であいさつした大曽根組合長は

「サポーターの貢献度は年々大きくなってきており、 感謝

申し上げるとともに交流を図っていきたい」 と語りました。 問い合わせ

農政課　農政係

☎ 0299- ４８- １１１１ （内線 1158）

小川公民館ではたおり作品の 「すみっこ展」 を開催

1 １月 5 日から 7 日の 3 日間、 小川のはたおり文化を継

承する 「かけおの会 （大貫春恵代表）」 の作品展示会 「す

みっこ展」 が小川公民館で開かれました。

季節感あふれる美しいはたおり作品が小川公民館のロ

ビーを彩り、 短期間で多くの方が見学に来館。 来館者は、

はたおり文化に親しむひとときを過ごし、「とてもきれい

だった。 また見学に来たい」 「展示作品が綿から生まれて

いるということに驚いた」 などの声が上がりました。

問い合わせ

生涯学習課　小川公民館

☎ 0299-58-3111
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防犯功労者表彰・伝達式が行われました

防犯パトロールや子どもたちの見守りなど、 長年にわ

たり地域安全活動に尽力したことが認められ、 防犯ボ

ランティアの皆さんが防犯功労者として表彰されまし

た。 誠におめでとうございます。

■個人

防犯栄誉金賞

長谷川　靖
や す お

男さん（羽鳥駅前）

所属団体：石岡地区防犯協会美野里

支部　羽鳥防犯パトロール隊

防犯栄誉銀賞
上田　裕司さん（二本松）

所属団体：小美玉防犯連絡協議会

地域安全功労者

井坂　英二さん（西郷地）

所属団体：石岡地区防犯協会美野里

支部　羽鳥防犯パトロール隊

優良防犯連絡員

小松　與
よ し の り

士則さん（松山）

所属団体：小美玉市玉里地区防犯連

絡員協議会

■団体

地域安全

ボランティア団体

佐才自警団

代表者：大貫　尚
し ょ う ぶ

武さん（佐才）

地域安全功労団体
希望ヶ丘防犯パトロール隊

代表者：菊田　進
し ん お

夫さん（希望ヶ丘）

問い合わせ

防災管理課　市民安全係　☎ 0299- ４８- １１１１ （内線１０１５・１０１６）

長谷川　靖男さん

井坂　英二さん

上田　裕司さん

小松　與士則さん

大貫　尚武さん 菊田　進夫さん

税込価格畳は最高の床材です！

畳表替 　3,800円～

大サイズ

　2,300円アミ戸張替
厚口紙 大サイズ

　2,500円障子張替

　2,750円～襖貼替

感染対策
行っています

☎0299(26)0669
石岡市旭台 1-15-1

ロータス　エヴォーラマクラーレン　570GT

小美玉市外之内 269-20 （茨城空港近く）

☎ 090-7716-6834 （藤田） 　    @ffrentacar

いつもと違う雰囲気の車でドライブはいかがでしょうか？

保険内容等お気軽にお問い合わせください。
各種割引
あり

お試し

3時間

8時間

24時間

4,000円

30,000円

60,000円

100,000円

料金(税込・限定保険料込) 料金(税込・限定保険料込)

お試し

3時間

8時間

24時間

1,500円

6,000円

12,000円

20,000円

スーパーカー専門 ＦＦレンタカー
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大井戸平山区
かごぬけ地蔵の新しい囲いが完成しました

11 月 8 日、 大井戸平山区にある 「かごぬけ地蔵」 の竹

製の囲いが交換され、 新しくなりました。 以前の囲いは、

2017 年の台風で地蔵が倒木被害にあった際、 「お地蔵

さんがかわいそう」 という声が上がり、 地元の竹工芸作

家 菊地和夫さんが制作したもの。 それから 5 年が経ち

風化が進んだため、 今回、 菊地さんが新たに作り直した

そうです。

区長の菊地隆男さんは 「これからも地区を見守ってくれ

るお地蔵さんとして、大事に守っていきたい」 と語りました。

おみたま

おたより

赤い帽子や前掛けは、近所の方が手編み

で作ったものです。

かごぬけ地蔵

江戸時代、 当時の水戸藩は追放する罪人を唐
とうまるかご

丸籠に入れ、 大井戸の船着き場まで運びました。 対岸へ行く舟に

乗せるために罪人をかごから出した場所にある地蔵であるため、 かごぬけ地蔵と呼ばれました。

茨城キリスト教大学と包括協定を締結

10月22日、茨城キリスト教大学（上野尚美学長：写真右）

と相互連携 ・ 協力に関する包括協定を締結しました。

島田市長は締結式で、 「互いのノウハウを有効活用し、

地域課題の解決や市民サービスの向上につなげたい」 と

あいさつ。 今後は、 協定に基づき 「人材育成」 「国際交

流」「地域振興・まちづくり」「学校教育及び生涯学習」「保

育 ・ 福祉 ・ 医療」 などの分野で連携協力し、 次代を担う

人材育成や地域の発展に取り組んでいきます。

問い合わせ

秘書政策課　☎ 0299-48- １１１１ （内線 1211）
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七つの祝い記念品

新小学 1 年生にランドセルを贈呈

11 月 4 日、 市役所本庁で令和３年度小美玉市七つの祝

い記念品贈呈式を開催しました。 来春小学１年生になる

子ども達を代表して、 玉里第二保育園の代表園児２名と

保護者が出席し、 市長からランドセルを受けとりました。

対象となる 429 名の子ども達には、 11 月 25 日から 12

月 2 日まで、 市内 3 か所の公民館でランドセルを配布し

ました。 これから６年間、 ランドセルと一緒に楽しい学校

生活を送ってくれることを願っています。

問い合わせ

生涯学習課　生涯学習係　0299- ４８- １１１１ （内線 2262）

市内の中学 2 年生が

結婚 ・ 出産子育て・ キャリアなどの人生設計を学びました

11月から12月、市内の全中学校でライフデザインセミナー

が開催され、 中学 2 年生が参加しました。 水戸市出身

で口笛奏者 ・ 歌手の加藤万理奈さんが 「自分軸を持って、

好きなことをあきらめないで自分らしく生きよう」 と講演。

さまざまな経歴を持つ 5 名の講師陣から、 結婚や妊娠出

産、子育て、キャリアの講義があり、生徒はタブレットのワー

クシートに自分の人生設計を記入し、 実現のために何を

すればいいかを考えました。

参加した小川北中の宇佐見葉月さんは 「加藤さんの好き

なことへの行動力が印象に残った」、 金谷和泉さんは 「自

分の人生をイメージする大切さがわかった」 と話しました。

問い合わせ　子ども課　0299- ４８- １１１１ （内線 2243）

デヴィ夫人と同居する加藤さん。 生徒か

らは 「どうやって知り合ったのか」 と質

問が出ました。

0299-58-3690
0299-58-1531
小美玉市宮田500（県道59号沿い）

幻の品種！ 焼栗販売
10月8日～12月中旬頃

月・水・金・土　13：00～15：00

予約
優先

広報おみたまに

広告を出しませんか？

☎ 0299-48-1111  内線1234

企画調整課 シティプロモーション係

詳しくは
こちら

1 号から掲載 OK!
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石岡一高　ウエイトリフティング部

斎藤 結
ゆ い

さんが県優勝 ・ 関東 3 位に

石岡第一高校ウエイトリフティング部の斎藤 結さん （川

戸） が、 県大会優勝、 関東大会 3 位になり、 全国大会

に出場しました。

高校からウエイトリフティングを始めた理由を、 「部活見

学で体験したら楽しかったから」 と語る斎藤さん。 初め

は記録が伸びなかったものの、 筋肉がついた 2 年生の

終わりから一気に飛躍し、 自分の成長が感じられるのが

嬉しかったそう。 先日の大会で高校生としては競技を引

退しましたが、 「進学先でも続ける」 と語りました。

おみたま

おたより

ウエイトリフティング

バーベルを頭上まで一気に引き上げる 「スナッチ」 と、肩の高さまで持ち上げてからバーベルをグイッと上げる 「ク

リーン＆ジャーク」 での合計重量を競う。

問い合わせ　生涯学習課　生涯学習係　☎ 0299- ４８- １１１１ （内線 2262）

旧小川小跡地周辺地域の

再整備検討委員会を設置しました

旧小川小学校 ・ 幼稚園、 旧防衛協会茨城出張所、 小川

公民館、 小川図書館 ・ 資料館などの施設 ・ 土地の一体

的な再整備について検討するため、 旧小川小跡地周辺地

域再整備検討委員会 （委員長 ： 佐々木一
か ず ゆ き

如常磐大学准

教授） を設置しました。

令和３年３月策定の 「小美玉市公共施設建築物系個別施

設計画」 に基づき、 再整備を行うため学識経験者 ・ 議

会 ・ 地域 ・ 団体の 15 名で構成。 今年度中に、 再整備に

関する基本的な考え方や整備内容など周辺地域にふさわ

しい施設整備のあり方を示す 「再整備基本計画」 を策定し、

周辺地域の活性化を図ります。

詳しくはこちら

AIおみたん に

聞こう！

その問い合わせ、
みんなの質問で
かしこくなるよ

質問はこちらから ▶

小美玉市の魅力は？

元気？

ごみの

出し方

観光の

情報？

引っ越しの手続き

住民票をとるには？
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皆さんのご意見をお寄せください

パブリックコメントを実施します

市の未来に向けた方針や計画をより良いものに
するため、市民の皆さんからの「パブリックコメン
ト」を募集します。皆さんからの貴重な声をお待ち
しています。

■パブリックコメントとは？

市が重要な事案などを策定する過程で、市民に案を

公表し、広く意見・情報・改善案を求める手続きをパ

ブリックコメントと言います。提出された意見に対する

市の考え方を公表し、その結果を反映することによっ

て、よりよい行政を目指すものです。

閲覧

場所

①小美玉市役所庁舎
（本庁、小川、玉里）
②市ホームページ ▶

募集

期間

12月17日（金）～
令和4年1月17日（月）

提出

方法

意見提出用紙を市ホームページか
閲覧場所で取得し、意見をいただく
計画名、住所、氏名、電話番号を明
記のうえ、以下のいずれかの方法で
提出してください。
[郵送]
〒319-0192 小美玉市堅倉835
小美玉市役所　秘書政策課あて
[FAX]
0299-48-1199
[電子申請]
市ホームページの申請フォーム
（各計画等の二次元コードからアクセス

できます）

[提案箱]
閲覧場所にある提案箱に投函

その他

・電話や口頭での意見は受け付け
ません。
・個人情報は他の目的には使用しま
せん。
・意見中、個人が特定できる情報は
伏せた上で公表します。
・個別の回答は行いません。

問い合わせ　秘書政策課　政策推進係　☎ 0299-48-1111 （内線 1211）

小美玉市都市計画

マスタープラン部分改定（案）

計画期間…令和４～９年度

現 在の 都 市 計 画マスタープランの 検 証を行

いつつ、近年 の 社会経済 情 勢 の変化などを

踏まえ、土地利用や都市施設整備について、

より実効性のあるまちづくりの計画  

へと改定します。

問い合わせ　都市整備課
☎ 0299-48-1111 （内線 1414） 詳しくはこちら

第２次小美玉市まるごと
文化ホール計画（案）

計画期間…令和４～13年度

文化ホール３館を拠点に、誰もが気軽に芸術文化

に触れることができ、市民が主体的に文化活動に

参加できる「持続可能な豊かな文化のまちづくり」

を進める計画です。

問い合わせ　
生活文化課 （小川文化センターアピオス）

☎ 0299-58-0921 詳しくはこちら

小美玉市長等の

政治倫理に関する条例（案）

市長・副市長・教育長が職務を遂行するにあたり、

人格と倫理の向上に努め、地位による影響力を不

正に行使しないよう必要な事項を定める条例です。

市政に対する市民の信頼に応え、公正で開かれた

民主的な市政の発展に寄与すること  

が目的です。

問い合わせ　人事課
☎ 0299-48-1111 （内線 1287） 詳しくはこちら

小美玉市子ども読書活動推進計画 （案）

計画期間…

令和４年度から開始、必要に応じ改定実施

子どもの読書活動の推進に関する施策を総合的・

計画的に進め、子どもの健やかな成長に資するた

めの計画です。

問い合わせ
生涯学習課 （小川図書館・資料館）
☎ 0299-58-5828

詳しくはこちら
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農地のこれからを話し合う

農地マッチング交流会＆相談会を開催しました！

■地域農業の未来のため、交流会を開催

10月下旬に玉里2地区で農地のこれからを

話し合う農地マッチング交流会＆相談会を

開催し、20代から80代の計29人が参加し

ました。

市内９地区ごとに作る将来計画「人・農地プラ

ン」の実質化を進めるため、小美玉市で初め

て開催。3～4人ずつの班に分かれ、地区の

農業委員・農地利用最適化推進委員が話し

合いを進行しました。田畑の耕 作状況で色

分けした地図を見ながら、農地の利用状況

や地区の現況を踏まえ活発に意見が交わさ

れました。

■玉川地区（10月25日開催）

若いレンコン農家が多く参加し、今後の規模

拡大を目指す声が多く上がりました。稲作や

キュウリの生産者も参加しており、それぞれの

現状や抱えている課題を率直に話す場面も

ありました。

農 業体験を通した交流活動、農 産物のPR

活動、女性が働きやすい農業環境の整備、

畑の活用方法など、さまざまな意見が出され

ました。

■田余地区（10月27日開催）

経営を拡大したい方と農地を貸したい方が、

農地や周囲の状況を地図で確認しながら話

し合っていました。農業公社から農地中間管

理事業の説明もあり、今後当事者間で話し

合うためのきっかけとなりました。

■人・農地プランの実質化に向けて

今後もこのような交流の場がある際は、身近

な人と声を掛け合いながら、ぜひ積極的にご

参加ください。

人・農地プランの実 質化には、農地の「出し

手」「受け手（担い手）」が主体的に地区の将

来について考え、話し合っていくことが不可

欠です。普段から気軽にコミュニケーション

が取れる関係づくりをしていきましょう。

今後の実施予定

12月15日　小川地区
　2月 ２日　納場地区

　2月 8日　羽鳥地区

　2月１５日　竹原地区

　2月１７日　堅倉地区

参加者の声

普段の仕事などでは話すことができ
ないようなことをいろいろ話せた。

これからの農業を担う若い人たちと
話せてよかった。

問い合わせ

農政課　農政係

☎ 0299-48-1111 （内線 1158）

▼インターネットで
　 参加申し込み

玉川地区

田余地区

羽鳥地区

竹原地区

納場地区 堅倉地区

小川地区 橘地区

白河地区

地区界

田

畑
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学校紹介

小川南中学校

21

１　福祉・ボランティア委員会　２　オンライン授業スタジオ　　３　マナーアップあいさつ運動　４　軟式野球部合同チーム

５　ICT機器を活用した学習　６　理科実験の様子　　７　第３学年校外学習（USJ）

3

4 5

6

問い合わせ　教育指導課　指導係　☎ 0299-48-1111 （内線 2232）

２４７名の生徒が日々学業に励んでいます。新型

コロナウイルス感染拡大防止による臨時休校の

影響で３年生の修学旅行、体育祭、あしのめ祭

（文化祭）が中止になってしまいました。しかし、現

在では保護者や地域の皆さまからのご支援と

ご協力のもと、第３学年の校外学習など、生徒が

活躍でき、思い出に残る行事が実施できるよう

になりました。

マスコットキャラクター

あしのめいちゃん

あしのめくん

本校の文芸部の部員が、

明るく元気な小川南中生

をイメージして作画しまし

た。

7
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過去の栄養士コラムはこちら▶

骨粗しょう症予防のために食事を見直しましょう！

問い合わせ

健康増進課

☎ 0299-48-0221 （内線 4002）

栄 養 士
コ ラ ム

■骨粗しょう症とは

骨粗しょう症は、 骨の密度が減少し、 もろく ・

折れやすくなっている状態をいいます。 特に高

齢者は骨粗しょう症による骨折で寝たきりにな

る危険性が高くなります。

■規則正しい食事で骨粗しょう症予防！

骨粗しょう症予防のためには、 偏りを避けてバ

ランスのよい食事を心がけることが大切です。

骨を作るには、 さまざまな栄養素が必要です。

1 つが多くても少なくても丈夫な骨は作れませ

ん。 1 日 3 食、 主食・主菜・副菜を揃えたバラ

ンスのよい食事を心がけましょう。

■カルシウムの多い食品をとろう

予防のためには、 カルシウムを必要量＋ 100

～ 200mg とる必要があります。 乳製品はカ

ルシウムの吸収率が高いため、 1 日 1 回はとる

ようにしましょう。

・ 乳製品…牛乳、ヨーグルト、チーズ　など

・ 大豆製品…木綿豆腐、納豆、がんもどき　など

・ 海藻、小魚…ひじき、桜えび、しらす　など

・ 緑黄色野菜…小松菜、水菜　など

・ その他…ごま　など

■カルシウムを排出する食品はとりすぎ注意

次の食品はカルシウムを体外へ排出し、 吸収

を妨げます。

・リンが多い食品…スナック菓子、レトルト食品、

カップ麺、 炭酸飲料

・ その他…コーヒー、ビール、たばこ、食塩

新型コロナワクチン接種会場で、 小美玉市建設業協会に

よるボランティア活動が行われました。

７月から１０月の期間に、 のべ１９０名の方々がスタッフとし

て来館者の体温確認や接種者の誘導などを行い、 スムー

ズな会場運営にご協力いただきました。 誠にありがとうご

ざいました。

問い合わせ

健康増進課　感染症対策係

☎ 0299- ４８- ０221 （内線４０２０）

小美玉市建設業協会が

ワクチン接種会場の運営ボランティアに協力
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小
美
玉
市
の
歴
史
を
知
ろ
う 

54

市
内
で
の
発
掘
調
査

　

遺
跡
内
で
住
宅
建
設
な
ど
の
工
事
を
す

る
場
合
は
、
地
面
の
下
に
遺
構
の
有
無
を

確
認
す
る
た
め
、
試
掘
調
査
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
工
事
で
遺

構
が
壊
さ
れ
る
場
合
の
み
、
記
録
保
存
の

た
め
発
掘
調
査
を
行
い
ま
す
。
今
回
は
そ

の
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

城
之
内
館
跡

　

城じ
ょ
う
か
ん

館
と
言
え
ば
、
壮
大
な
天
守
閣
や
山

城
な
ど
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
湖
や
川
の
近
く
の
城
館
も
あ
り
ま

す
。
園
部
川
河
口
付
近
の
川
中
子
地
区
、

標
高
２
ｍ
ほ
ど
の
低
地
に
築
城
さ
れ
た

の
大
井
戸
地
区
に
は
、
大
き
な
入
り
江

が
形
成
さ
れ
、
「
大
枝
の
津
」
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
地
は
、
石
岡
に
本
拠
が
あ
る

大だ
い
じ
ょ
う掾

氏
の
支
配
す
る
水
上
交
通
の
拠

点
。
城
之
内
館
は
、
府
中
城
の
出
城
と
し

て
水
辺
の
守
り
を
担
い
ま
し
た
が
、
天
正

18
年
（
１
５
９
０
年
）
、
佐
竹
氏
と
の
戦
い

で
落
城
し
て
し
ま
い
ま
す
。

令
和
３
年
の
発
掘
調
査

　

城
之
内
館
跡
の
発
掘
調
査
は
、
地
面
を

１
ｍ
程
度
掘
る
と
水
が
湧
き
出
る
低
地
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
幅
約
２
ｍ
の
堀
跡
を
80

ｃ
ｍ
ほ
ど
掘
り
進
め
る
と
、
作
業
員
が
「堀
の

底
に
丸
い
も
の
が
あ
る
よ
」と
声
を
上
げ
ま

し
た
。
何
か
と
思
い
な
が
ら
見
る
と
、
小
さ

な
足
が
付
い
た
底
と
緑
色
の
釉ゆ

う

が
目
に
入

り
ま
し
た
。
記
録
を
し
て
か
ら
取
り
上
げ

る
と
、
な
ん
と
完
全
な
形
の
古
瀬
戸
の
香

炉
だ
っ
た
の
で
す
。

伝
え
ら
れ
た
古こ

せ

と

瀬
戸 

香こ

う

ろ炉 

ー
城じ

ょ
う
の
う
ち
た
て
あ
と

之
内
館
跡
ー

問い合わせ　生涯学習課 （生涯学習センターコスモス）　☎ 0299-26-9111

城之内館跡の遠景

古瀬戸香炉の出土状況

古瀬戸灰釉筒形香炉

堀跡の全景

古
瀬
戸
香
炉

　

土
の
中
に
眠
っ
て
い
た
遺
物
は
、
古
瀬
戸

の
「灰か

い
ゆ
う釉

筒つ
つ
が
た形

香こ

う

ろ炉
」だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

原
材
料
の
粘
土
は
ク
リ
ー
ム
色
で
す
が
、
水

気
が
多
い
場
所
に
あ
っ
た
せ
い
か
、
還
元
し

て
色
が
黒
色
に
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
表
面

に
は
灰
か
ら
作
っ
た
釉ゆ

う
や
く薬

が
塗
ら
れ
、
緑

色
の
釉
が
流
れ
て
い
ま
す
。
完
形
で
あ
る
と

思
っ
た
香
炉
で
す
が
、
実
は
漆
で
継
い
で
修

復
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
形
状
か
ら
15
世
紀
中

頃
に
生
産
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

伝で
ん
せ
い
ひ
ん

世
品

　

美
術
品
的
な
価
値
が
あ
る
も
の
は
、
大
切

に
保
管
さ
れ
、
人
か
ら
人
へ
と
受
け
継
が
れ

ま
す
。
茶
器
や
香
炉
な
ど
の
陶
磁
器
も
そ

の
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
世
に
は
上
級
武
士
層
に
ま
で
香
を
た

し
な
む
風
習
が
広
が
り
ま
し
た
。
今
回
出

土
し
た
香
炉
も
城
之
内
館
の
主

あ
る
じ

が
手
に
入

れ
、
大
切
に
し
て
い
た
一い

っ
ぴ
ん品

で
あ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
修
復
後
に
入
手
し
た
の
か
、

割
れ
た
後
に
自
身
で
修
復
し
た
の
か
は
分

か
り
ま
せ
ん
。
出
土
状
況
か
ら
、
堀
が
使
わ

れ
な
く
な
っ
た
段
階
で
廃
棄
さ
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

城
之
内
館
の
落
城
は
今
か
ら
約
４
３
０

年
前
で
、
香
炉
が
生
産
さ
れ
た
の
は
約

５
７
０
年
前
。
仮
に
落
城
後
に
香
炉
が
廃

棄
さ
れ
た
と
す
る
と
、
約
１
４
０
年
間
伝

世
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

祭さ

い
し祀

な
ど
で
使
わ
れ
る
カ
ワ
ラ
ケ
（土は

じ

し

つ

師
質

土
器
小
皿
）が
周
辺
で
出
土
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
何
ら
か
の
祭
祀
行
為
が
行
わ
れ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【語
句
解
説
】

釉
…
素
焼
き
の
陶
磁
器
の
表
面
に
掛
け
て
装
飾

と
水
分
の
吸
収
を
防
ぐ
、
ガ
ラ
ス
質
の
部
分
。

古
瀬
戸
…
平
安
時
代
末
か
ら
室
町
時
代
中
期

ま
で
、
現
在
の
愛
知
県
瀬
戸
市
周
辺
で
生
産
さ

れ
た
陶
器
。

香
炉
…
香
料
を
加
熱
し
、
香
気
成
分
を
発
散
さ
せ

る
た
め
の
器
具
。
素
材
は
陶
磁
器
・金
属
・石
材
。

玉里史料館 ワンケース展示

伝えられた古瀬戸 香炉
　　　　 ～城之内館跡～

今回紹介した資料を初公開します。

期間　１月８日（土）～２月２７日（日）

場所　玉里史料館

　　　　（生涯学習センターコスモス内）

休館日　月曜日、1月11日（火）、

　　　　　　2月11日（金）、23日（水）
※新型コロナウイルス感染対策防止の

ため、期間や内容が変更となる場合
があります。

城
之
内
館
跡
も

そ
の
一
つ
で
、
堀

や
土ど

る

い塁
で
囲
ま

れ
た
方
形
を
呈

し
て
い
ま
す
。

　

14
世
紀
、
霞
ケ

浦
の
水
上
交
通

は
盛
ん
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
川
中

子
地
区
の
南
側 
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小
川
短
歌
会

傍
目
に
も
微
笑
ま
し
き
か
な
老
夫
婦
支
え
合
い
つ
つ
階
の
ぼ
り
行
く

短
歌
一
首
詠
め
ず
に
雨
の
一
日
を
曽
祖
父
の
句
集
し
み
じ
み
と
読
む

ゆ
れ
る
な
く
散
り
た
る
し
ゃ
く
や
く
紫
の
厚
き
花
び
ら
し
ば
し
手
に
と
る

生
な
ま
し
く
花
茎
伸
ば
す
月
下
美
人
つ
ぼ
み
い
よ
い
よ
ほ
ぐ
る
る
け
は
い

石　

田　

は
る
江

根　

本　

智
恵
子

中　

根　

良　

子

幡　

谷　

啓　

子

玉
里
短
歌
会

叔
父
来
る
日
待
ち
し
幼
日
お
土
産
の
小
学
一
年
生
飽
か
ず
読
み
に
き

今
は
も
う
落
穂
拾
い
の
言
葉
さ
え
聞
か
ず
ミ
レ
ー
の
絵
の
中
に
見
る

雨
上
が
り
谷
の
水
音
高
く
な
り
小
鳥
の
声
も
か
き
消
さ
れ
ゆ
く

父
遺
し
し
棕し

ゅ
ろ櫚
竹
我
よ
り
高
く
な
り
部
屋
の
主
の
ご
と
く
茂
れ
り

ま
っ
白
な
腹
を
お
し
げ
も
な
く
見
せ
て
仔
猫
は
我
に
甘
え
て
お
り
ぬ

野　

口　

初　

江

石  
橋  
吉  

生

高　

田　

久　

子

齋　

藤　

か
つ
み

正  

木  

敦  

子

寄
　
稿

佇
み
て
皇
帝
ダ
リ
ヤ
の
開
花
を
待
つ
秋
深
み
行
く
日
差
し
の
中
に

平　

沢　

ヒ
ロ
江

美
野
里
短
歌
ク
ラ
ブ

子
供
ら
の
頭
が
一
つ
二
つ
三
つ
け
ら
け
ら
笑
う
垣
根
の
外
に

肌
寒
き
秋
雨
の
朝
ピ
ア
ノ
に
て
映
画
音
楽
「
追
憶
」
を
弾
く

病
院
で
待
合
室
の
患
者
ら
は
席
空
け
す
わ
り
皆
無
言
な
り

そ
れ
ぞ
れ
に
人
の
運
命
あ
る
な
れ
ど
弟
夫
婦
の
同
じ
新
盆

テ
レ
ビ
見
て
や
っ
て
み
た
い
と
思
わ
せ
る
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ボ
ッ
チ
ャ
競
技
は

菱　

沼　

清　

子

菱　

沼　

友　

江

宇
都
宮　

和　

子

碇　

谷　

き　

え

白
根
澤　

清　

香

み
づ
う
み
俳
句
会

雲
流
れ
架ほ

こ
ぎ木
の
大
根
と
ど
ま
れ
り

花
の
如
く
も
み
じ
落
葉
を
集
め
持
ち

ゆ
ず
落
し
今
夜
の
風
呂
に
冷
え
予
防

ま
だ
逢
わ
ぬ
曽ひ

こ孫
に
真
白
き
ケ
ー
プ
編
む

陽
に
映
え
て
山
里
か
ざ
る
り
ん
ご
園

み
の
り
俳
句
会

名
月
の
物
音
ま
で
も
沈
め
た
り

秋
刀
魚
焼
く
匂
ひ
残
し
て
日
の
暮
る
る

赤
と
ん
ぼ
夕
日
筑
波
の
裏
に
落
つ

筑
波
野
は
刈
田
と
な
り
て
風
遊
ぶ

夜
々
に
聞
く
虫
の
細
り
て
来
た
る
と
も

島　

田　

草　

心

白
根
澤　

清　

香

立　

原　

千　

代

塚　

田　

文　

江

友　

水　
　
　

清

石　

田　

敏　

江

井　

坂　

あ　

さ

村　

田　

妙　

子

網　

代　

奈
津
江

木　

村　

小
夜
子

欅
の
会

交
差
点
落
ち
葉
渦
巻
く
日
暮
か
な

烏か
ら
す
う
り瓜
夕
陽
集
め
て
い
る
ば
か
り

山さ

ざ

ん

か

茶
花
や
余
命
を
知
ら
ぬ
母
の
顔

ジ
ー
パ
ン
の
穴
の
継
ぎ
接
ぎ
文
化
の
日

茶
の
花
や
夕
暮
れ
早
き
水
の
音

く
る
み
俳
句
会

人
絶
え
て
田
原
秋
冷
風
の
中

獅
子
頭
冬
の
風
土
記
の
空
に
ら
む

風
土
記
の
丘
に
影
置
く
紅
葉
か
な

池
巡
り
そ
ち
こ
ち
見
ゆ
る
返
り
花

風
土
記
丘
小
春
の
風
の
優
し
く
て

福　

島　

邦　

誉

堀　

内　

い
づ
み

松　

崎　

淑　

子

安　

彦　

昭　

子

大
曽
根　
　
　

宣

鶴　

町　

文　

男

斉　

藤　

富　

子

松　

田　

通　

喜

矢　

口　

友　

子

長
谷
川　

光　

男

玉
里
俳
句
会

月
と
星
連
れ
そ
ひ
輝
く
西
の
空

彩
り
の
良
き
葉
拾
ひ
し
紅
葉
寺

黄こ
う
は葉
舞
ふ
明
日
は
閉
鎖
の
峠
道

秋
澄
む
や
槌
音
高
く
棟
上
が
る

百
歳
の
父
の
介
護
や
秋
の
風

下　

重　

悟　

史

原　
　
　

富
貴
子

枝　

川　

白　

水

裕　
　
　
　
　

子

岡　

島　
　
　

進

小
美
玉
川
柳
会

夕
焼
け
が
酒
と
グ
ラ
ス
を
連
れ
て
く
る

白
地
図
を
埋
め
た
あ
な
た
と
半
世
紀

分
量
を
覚
え
き
れ
ず
に
目
分
量

Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
は
嬉
し
悲
し
き
お
金
無
し

一
目
ぼ
れ
未
だ
に
続
く
弱
み
で
す

榎　

本　

喜
代
子

三　

村　

れ
い
子

長　

島　

さ
か
江

長　

島　

久
美
子

長　

島　
　
　

昭



小美玉の日常をゆる～く描く4コマ漫画。小美

玉のクリエイターが3か月交代で担当します。

次回の広報おみたま発行日は1月13日（木）です／この広報紙は、環境に優しい植物油インキで印刷しています

おみたま広報

令和3年12月号
TEL 0299-48-1111  　〒319-0192  小美玉市堅倉835
FAX 0299-48-1199　  httpｓ://www.city.omitama.lg. jp

編集・発行　  小美玉市役所企画調整課

いつも美味しいヨーグルトを有難うございます。毎年お世
話になっており、子どもたちも楽しみにしています。

静岡県40代（ふるさと応援メッセージ）

茨城新聞に掲載された、納場保育園のダンボールコンポ
ストの記事を読みました。堆肥づくりは子どもにとって貴
重な経験になりますね。　　　　　　　  つくばみらい市60代

希望ヶ丘公園では春には菜の花畑、秋にはコスモス畑…四季
折々の植物を楽しむことができます。自然を感じながらの
ウォーキングがオススメです！小川総合支所　谷萩（入庁1年目）

ライフデザインセミナーのFacebook記事を見ました。中
学生のうちからライフプランニングするなんて素敵な取り
組みですね！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛知県50代

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

広報おみたまは

３つのルールを守って

写真撮影しています

直前まで
マスク着用

撮影時は
会話しない

なるべく
短時間で

感染防止対策

2018年に第1回を小美玉市で立ち上げた 「全

国ヨーグルトサミット」。 今年９月に第３回を岩手

県で開催予定でしたが、新型コロナウイルス感

染拡大防止のためオンライン開催となり、現在

「ヨーグル党総選挙」 が開催されています。

■投票期間　１２月１日～１月９日
※抽選で当選商品のセットが当たります

■結果発表　１月１５日（土）

■投票方法

ヨーグル党総選挙投票ページで

 １人につき各部門１投票可

総選挙「カ党」部門にエントリーしています！
みんなで応援しましょう！

第３回全国ヨーグルトサミットinいわて

ヨーグル党総選挙

問い合わせ

農政課  ☎0299-48-1111（内線1１５６）

「カ党（甘い）」 「ム党（甘くない）」 部門で各社自慢のヨーグルトが出馬

投票ページ

おみたまヨーグルト選挙ポスター

おみたまヨーグルトを
応援しよう！

課題を見つけ、 解決のための政策を提案する研

修 「政策形成実践研究」 の発表が行われました。

若手職員9名が、 3班に分かれて半年間に渡り

研究を重ね、 発表に臨みました。

①子どもの視力低下予防②婚姻数増加③移住

定住推進、 とそれぞれテーマを掲げ、 研究成果

を発表。 研修を終えた石井涼子さんは 「研究

過程で多くの方にご協力いただき、つながりが

広がった」 と感想を述べました。 研修担当者は

「今後も学び続けることが大切。 視野を広げ、

業務や人生に活かして欲しい」 と参加者に語り

ました。

政策形成実践研究
まちの将来を担う若手職員の
発想力や企画力を育成するた
めに、 市独自で取り組んでい
る研修です。

問い合わせ
人事課　☎0299-48-1111
　　　　　　　（内線1287）

政策研究の成果を発表

若手職員が政策提案しました

作者紹介　清水 すず菜
グラフィックデザイナー兼イラスト

レーター。 家族は夫と娘

1人と黒猫1匹。 夫の転

勤 を 機 に2020年3月

から小美玉市民に。


